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第 15 回 絵入百科事典の出版と受容 

 

講義担当 石上 阿希（国際日本文化研究センター） 

 

【概要】 

寛文 6 年（1666）序『訓蒙図彙
き ん も う ず い

』は、京都の儒者中村惕斎
て き さ い

によって編纂された日本で最

初の絵入百科事典である。本書の刊行以降、増補版が何度も刊行され幕末・近代に至るま

で読み継がれた。図像と名称を列記するフォーマットで幼童・初学者向けに編纂された本

書は、日本の事物を知る書物としても有用でありその影響は海外の書物にも及んだ。本講

義では、近世期に出版された書物の普及と伝播について出版と受容の側面から学習する。 

 

1.近世初期の出版産業 

 出版産業の成立：慶長～寛永期―営利目的の整版本出版 

 絵入百科事典出版の基盤―辞書・字書・漢籍・絵入本の出版 

 限定的な「知」から公開的な「知」へ 

 編纂者惕斎の学術的環境―京都・二条 

 

衣笠安喜「元禄の文化第二節 学問と思想」京都市編『新装版京都の歴史 5 近世の展開』

京都市史編さん所、1979 年 

『日本書誌学大系 14 近世書林版元総覧』、青裳堂書店、1981 年 

大庭脩「漢籍の輸入」『中国文化叢書 9 日本漢学』、大修館書店、1968 年 

長友千代治『江戸時代の図書流通』、佛教大学通信教育部、2002 年 

 

2.『訓蒙図彙』の概要・編集方針 

 『訓蒙図彙』寛文 6 年（1666）序 

編纂：中村惕斎／版元：山形屋 

書型：墨摺大本／冊数：20 巻 14 冊／項目総数：1484 項目 

部門：天文・地理・居所・人物・身体・衣服・宝貨・器用（一～四）・畜獣・禽鳥・龍魚・

虫介・米穀・菜蔬・果蓏・樹竹・草花 

 

 『訓蒙図彙』叙（国立国会図書館 117-18） 

吾が家に児女有り。皆方に垂髫、内に姆の従ふべき無く、外に傅の就くべき無し。乃ち

対照の制に倣ひて四言千字を連綴し、副ふるに国字を以てし、傍るに画象を以てして之

を授く 

 

 『訓蒙図彙』引用書目 

漢籍：『三才図会』、『農政全書』、本草の図説・儒教の解釈書・注釈書・小説・雑編 

国書：『和名類聚抄』、『多識編』、『字鏡』、『壒嚢抄』、『下学集』、『節用集』など 

→惕斎はどのように書物を調べ、取捨選択をし、一書を成したのか 

 



【総合書物学第 15 回】 

2 

 

朝倉治彦監修『訓蒙図彙集成』全 25 巻、大空社、1998～2002 年 

杉本つとむ「中村惕斎『訓蒙図彙』の構造」『杉本つとむ著作集 7 辞書・事典の研究Ⅱ』、

八坂書房、1999 年 

小林祥次郎『江戸のイラスト辞典 訓蒙図彙』勉誠出版、2012 年 

勝又基「絵入り百科事典の工夫―『訓蒙図彙』と『和漢三才図会』」『浸透する教養 江

戸の出版文化という回路』、勉誠出版、2013 年 

 

3.書誌からみる『訓蒙図彙』の変遷と受容 

（1）寛文六年（1666）序『訓蒙図彙』（★） 

（2）寛文八年（1688）『訓蒙図彙』 

（3）寛文九年（1689）以降元禄五年（1692）『増補／訓蒙図彙』 

（4）元禄八年（1695）『頭書増補訓蒙図彙』 

（5）寛政元年（1789）『頭書増補訓蒙図彙大成』（★） 

※海外への伝播・影響：ケンペル『日本誌』（★）    ★は日文研所蔵本を実見しながら解説 

 

大本→半紙本／見開き 4 図→見開き 8 図→見開き 1 図枠無し／頭書・項目・部門の追加／

図像の縮小化・名称の省略化 

 

4.絵入百科事典の読者―初学者から外国人まで 

 儒者による『訓蒙図彙』の評価・受容 

（1）貝原益軒『和俗童子訓』巻之四、宝永 7 年（1710）（静岡県立図書館葵文庫 204-126-2） 

世間通用の文字を知るべし。書跡よくしても、文字を知らざれば用をなさず。天地、

人物、人事、制度、器財、本朝故実、鳥獣、虫魚、草木等の名、およそ世間通用の文

字を知るべし。（中略）近年印行せし『訓蒙図彙』、『和爾雅』、『和字通例書』などをえ

らび用ゆべし。 

 

（2）子どもへ与える書物として 

 湯浅常山『文会雑記』天明 2 年（1782）序 

 江村北海『授業篇』天明元年（1781）序説、同三年（1783）刊 

 松崎慊堂『慊堂日暦』天保 12 年（1841）11 月 10 日の項 

→情報の質の評価／書物を好む心を育てる 

 

山住正巳・中江和江『東洋文庫二八五 子育ての書一』、平凡社、1967 年 

高橋昌彦「江村北海の前半生」『国文学論考』26 号、1990 年 

小宮厚・町田三郎『松崎慊堂・安井息軒』明徳出版社、2016 年 

 

 外国への伝播 

（1）エンゲルベルト・ケンペル（Engelbert Kaempfer 1651－1716） 

ドイツ人医師。1690～92 年（元禄 3～5）、東インド会社の船医として日本に滞在。帰国

後、日本で収集した書物・事物・情報をもとに日本に関する研究書を執筆。 

 『日本誌（The history of Japan）』英語版 1727、フランス語版 1929、1932、オラ

ンダ語版 1729、1933、ドイツ語版 1777～1779 
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 『廻国奇覧（Amoenitatum Exoticarum）』1712 

（2）メドハースト（Walter Henry Medhurst 1796－1857） 

イギリス人宣教師。バタビアの地で日本から帰国途中の人物から『頭書増補／訓蒙図彙

大成』などの日本の書物をみせてもらい、英和・和英辞書を編纂。 

 『英和和英語彙』（An English and Japanese, and Japanese and English 

Vocabulary，1830）→村上英俊（1811－90）によって翻刻され、安政 4 年（1857）

に『英語箋前篇』、文久 3 年（1863）に『英語箋後篇』刊行。 

 

沼田次郎「ケンペル「日本誌」の日本および海外における影響」『エンゲルベルト・ケン

ペル「日本誌」および「日本植物図譜」ファクシミリ版解説』、1980 年 

ヴォルフンガング・ミヒェル「大英図書館蔵のケンペル資料に見る日本の病名および病

気」1997 年 

口頭発表：陳力衛「宣教師メドハーストの辞書編纂と『訓蒙図彙』の利用」2017 年 7 月、

国際シンポジウム「書物にみる絵とことばの 350 年」 

 

 近代への継承 

【図解フォーマットの応用】 

 明治 4 年（1871）『泰西訓蒙図解』田中芳男 

 同年『英訓蒙図会（英字訓蒙図解）』 

 明治 7 年（1874）『西洋訓蒙図彙』鳥山啓 

→西洋の言語・文化・科学・情報に関する啓蒙書。『訓蒙図彙』のフォーマットを利用。 

 

【学習用書物として】 

（1）白井光太郎（1863－1932）本草学・植物病理学・博物学者 

博物学上ノ知識ト云フモノハ此「和漢名数」デアルトカ、又中村惕斎ト云フ人ノ「訓蒙

図彙」デアルトカ、サウ云フモノヲ見テ覚エタノデアリマス。 

『植物学雑誌』27－318 号、1913 年 

 

（2）南方熊楠（1867－1941）博物学・生物学・民俗学者 

紙屑屋より鍋釜包むために買い入れたる反古の中より中村惕斎の『訓蒙図彙』を拾い出

し、それを手本にまず画を学び、次に字を学び候。六、七歳のとき、右の『訓蒙図彙』

の字をことごとく知り候。 

「柳田国男宛書簡」明治 44 年（1911）5 月 25 日 

 

白井光太郎著、木村陽二郎編『白井光太郎著作集 第一巻 本草学・本草学史研究』科

学書院、1985 年 

『南方熊楠全集』第 8 巻、平凡社、1984 年 

東京・南方熊楠翻字の会編「南方熊楠辞－『和漢三才図会』へのアナーバー時代書き入

れ」2006 年 

 

（2020/10/21） 


